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紫 ・紅 雑 考
長 崎 盛 輝
紫 は赤の暖 と青の寒 を融 け合 わせた中性色,紅 はかす か に青昧 を含 んだ中性
系の暖色 だ が,共 に女性的 な媚 態 を含 み 「艶色」 と呼ぶ にふ さわ しい色 で ある。
反面,そ れ らは ちょっと ショックを うけ る とパ ッと燃 え上 りそ うな,底 に何 か
激 しい力 を秘 めた色 で もある。 これに対 して黄丹(赤 味橙)と 緋 は暖色系 を代
表す る色 で あ る。黄丹,緋 を東天 に昇 る大陽の色 とすれ ば,紫,紅 は露 にぬ れ
た朝 顔 の花の色 にた とえるこ とが出来 よ う。 事実,こ の二色 は濡 れ色 にな ると
生 々 と し,中 性系特 有の女性的 表情 を倍加 す るので ある。練絹 の紫 や紅 が木綿
のそれ よ りも魅 力的 なのは,ぬ れた よ うな質感 のせ いで ある。 江戸中期頃話題
にな った 「笹 色紅」 の艶 な美 も,そ のつ や を失 えば効 果 は半減す るに ちがい な
いo
わが国で は古 くか らこの二色 を 「あて(高 貴)な る色」,「なまめか しき色」
と憧憬 し,特 に平安貴族 は それ らの表情 が彼 等の生活信 条,高 雅,柔 婉 に通 じ
るとこ ろか ら,色 の 中の色 とみ て,「色」 は紫 を,「濃 き色」 は紫 又は紅 の濃染
の色 を指す よ うになった。 当時,濃 き紫 は最 高位 の色 の故 に,濃 き紅 は高価 の
故 に 「禁色」 となって いる。 この二色 は平安時 代の 「雅」 の色感 を代 表す る も
ので あ るが,品 位,情 感 の点で紅 は紫 に及 ばぬ とされた とみ え,『 源氏物 語』
で は 「紫 の上」 を理 想の女性 と して扱 った のに対 し,「 末摘 花」(紅花 の別 名)
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とい う女性 を紅花 のは なが赤 いこ とにか けて 「(鼻は)あ さまし う高 うの び らか
に先 の方 す こ し垂 りて(赤 く)色 づ きた る」 と描写 して い る。当時の貴族 が紫
を如何 に愛好 したかは,『枕 草子』 「めで た きもの に」 に,「すべて なにもなにも,
紫 なるものは,め で た くこそあれ。花 も糸 も紙 も。」 とあ るこ とや,『源 氏物 語』
に登場 す る 「桐 壼 の更 衣」 を桐 の花の,「 藤 壺」 を藤 の花 の紫 によ って象徴 し,
又,藤 壺 と瓜 二っ の女性 を 「紫の上」 と呼 んだ こ とで もわかる。そ して,こ の
物語 の作者 は,は じめ 「藤 式部」(本名不明)と 呼 ば れて いたが,紫 の上 の こと
が後 宮で大評判 にな り,後 に 厂紫式部」 と呼 ばれ るなど,紫 に まつ わる話 は少
くない。
一 方,紅 は品格 において紫 に劣 るが,紅 特 有 のあでや かな色感 は貴族 間 に広
く愛 好 され,特 に紅 の濃 染は彼 等の憧 れの色 で あった。延喜縫殿式 で は これ を
「韓紅 花」 と名づ け,そ れ を染め る材料,用 度 を示 して い る。それ によ ると,
綾一疋(二 反)を 染 めるの に,紅 花大十斤(六 キロ),帛 一疋 に紅 花大六斤(約
三 ・六キ ロ)を 用 いるこ とになって いる。 三善清行 の奏議(延 喜 十七 年)に よ
れば,当 時 の紅 花一斤 の値段 は一貫文で,式 の基 準通 り染 めて も綾一 疋 は十貫
文 か かるわけだ が,貴 族 の中 には紅花二十斤 を用 い たもの もあった とい う。『宇
津保物 語』 に 「紅 の黒 む まで濃 き」 とあ るの はそ う した濃染 をいったので あ ろ
う。仮 に,一 疋 に二十斤 用いた とす れば,そ の値 は二十貫文 にな り,当 時 の米
価一 升(今 の五合八勺)を 約十文 とす れば,な ん と,米 二十石分 に あた る。 し
たが って,こ れ を着用 す ることは大変 な出費 とな り,一 家 は勿論,国 の経済 に
も大 きな影響 をあた えることになる。 そ うい うわ けで,紅 の濃染 の着 用 は身 分
の上 下 を問わず禁 じられた が,そ れで も貴族 の 間 に流行 します ます濃 度 を深 め
てい った。 この ことは,当 時の貴族の紅 の濃染へ の要求 が如何 に強 かったか を
物語 って い る。又,当 代 後期の 日記,物 語 にあ らわれる服色 を前 田千寸氏 の調
査 で見 る と,男 装で は① 白一② 紅一③ 紫 の各系統,女 装 では①紅一② 紫 →③ 白
の各 系統 の順 になってい る。更 にこれ を色 彩名称 別 に見 る と,男 装 は① 白一②
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濃 き紅一③ 二藍,女 装 は① 白一② 紅梅一③ 淡紫 となってお り,三 者 の 中で紅 系
の紅梅 が女性 の間で人気 が あったこ とが わか る。白が男女 を通 じ上位 を占め る
の は,こ の色 が地質 は別 として,古 来上 下 に広 く愛用 されているか らだろ う。
紅梅色 が当時 の女房達 に人気が あった ことは,『 枕草 子』 に 「紅梅 には濃 き衣
こそ,を か しれ。 え着 ぬこそ,く ち をしけれ。」,「 木の花 は濃 きも薄 きも,紅
梅。」 とある ことや,『源氏物 語』 に 「紅梅」 の一 篇 を設 けているこ と,又,袿
の 「重色 目」 に濃 き紅梅 をは じめ,紅 梅 に因 んだ名称 が五種類 あ ることか ら察
せ られ る。重色 目は本来,表,裏 の裂 の色 を重 ねて表 わす合 わせ色 をい うが,
何 々紅梅 と称す る色 目は表,裏 いず れかが紅 梅色 か紅 かになってい る。以上 の
よ うに紫根 と紅花 による染色 は平 安時代 の色 を代 表す るもので あった が,そ れ
は又,日 本 の各時代 を通 じての愛 好色で もあ る。 そこで まず,平 安以 前,こ の
二色 が どの よ うに見 られたかを紫 一紅の順 にみて ゆ くことに しよ う。
紫 を品位,情 感 において諸色 第一 と見 るよ うにな るのは,は るか,飛 鳥時代
か らで,そ れ が最 高の位色 として明記 され るの は,孝 徳天皇 大化三年(647)の
七色 十三階 の冠位 の制 か らで,位 色 の序列 は深紫一浅紫一 真緋 一紺一緑 一黒 と
な って いる。色彩 をもって位階 の標 識 とす るよ うにな ったのは,そ れ以 前,推
古天 皇十一 年(603)の冠位十二 階の制 か らで,『 書紀』 に,徳,仁,禮,信,
義,智 の大小 十二階 が記 され,「 並 に当 れる色 の繩 を以 て縫へ り」 とあ るが,
当色 の名称 は記 されてい ない。 しか し,冠 位 の名称 か らみて,位 色 は五行説 の
正色,す なわ ち,仁 に青,禮 に赤(朱,緋),信 に黄,義 に臼,智 に黒 の五色 と,
最 高位 の徳 に隋 制 に倣 って紫 をあてた ことは確 かで あ る。冠位 の制 は後 に しば
しば改正 され,天 武天皇 の代 か ら位色 は服色 に変 った が,そ の変遷 の 中で紫 は
常 に諸臣最高 の位置 を占めっづ けた。 この よ うに紫 が特別視 されたの は,色 相
の高雅,優 婉 の故 もあろ うが,又,中 国の隋,唐 の服制 の影響 も見逃 せ ない。
推古,冠 位十二 階 に紫 を最高 と したのは隋朝 の服 制 に倣 ったか らにちがい ない。
しか し,隋 制 の紫一緋一緑一 青 とちが って紫以 下 は五行説 の色 彩 を採用 したの
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で あ る。 ここで注 目すべ き事 は,隋 朝 に して もわが推 古朝 に して も,五 行 説で
下賎 な色 と卑 んでい る聞色紫 を正色 の青,赤,黄,白,黒 の上 にお いた こ とで
ある。 これは,中 国古来 の色 彩観 を全 く顛倒 した もので,わ が国 は ともか く,
五行 説の本家 中国で は服色史 上大変化 とい わね ばな らない。五行説では正色(正
統 な る色)を 尊 び間色(亜 流 の色,閏 の色)を 卑 んだ が,正 色 の中で,赤(朱
・緋 に同 じ)を 南方の色 ,陽 気盛 ん な色 として特 に尊重 し,こ れ に配 され る間
色 の紅 や,北 方の玄(黒)に 配 される紫 な どを蔑視 した。 『論語』「郷黨 篇」に
見 える 「紅紫 不 三以為 二褻服 一.」は,紅 紫 は間色 の故 に不正 で公 けの会服 は勿
論,平 常着 に もこれを着 ない ことをい う。 これに よって も,当 時紫 を公 けには
悪 い色 と見ていた こ とや,同 じ間色で も紅 が陽 の色 で あ るため紫(陰 の色)の
上 にd」'いた ことがわか る。又,同,「 陽貨 篇」 に見 える 「悪 二紫之奪_レ朱 也」
は,間 色 の紫 が正色 の朱 の色 に紛 らわ しい事 を亜流 が正流 にま ぎれて正流 の地
位 をd」びやか し,表 に立 つ こ とにた とえた もの で ある。 この よ うに朱 を尊 び紫
を卑 むの は,古 来の五 行説 に基づ く,い わば公 的 な色彩思 想で,そ れ以 前 か ら
私 的 には紫 を愛好 してい たこ とが うか がえる。 『韓非子』に「桓 公好服 二紫衣_。
斉人 尚 レ之,五 素 易 ニー紫 ・」 とあり,又,r左氏伝 』注 に,「紫衣,君 服」 とあ
る。 これ による と,春 秋時代 で は紫 が愛 用 された ことがわか る。
こ うして,朱=緋 と紫 との上位争 い は春秋時 代の紫愛 用 に初 ま り,つ いで儒
家思想 の成立 によって再 び朱 ・緋 が重 用 され,秦 一漢へっ づ き,南 北朝 の末 か
ら隋 に至 って遂 に紫 の上位 が確定 す るので あ る。 しか しなが ら,こ の変 遷 は公
会の服飾 につ いてで あって,紫 へ の私的愛好 は春秋以後 次第 に高 ま り,位 色 の
序 列 に も影響 をあた えず におか なかった。 す なわ ち,五 行思想 の影響 下 にあっ
た漢朝 の綬制 の色 をみ る と,① 黄赤=天 子,太 皇大后,皇 大后,皇 后,② 赤=
諸候 王,長 公主,天 子貴 人,③ 緑=諸 国貴 人,相 国,④ 紫=公,候,将 軍,公
主,封 君,⑤ 青=九 卿,中 二 千石,二 千石,⑥ 黒e千 石,六 百 石,⑦ 黄=四,
三,二 百石,⑧ 青紺=百 石(『續漢志』輿服 志)と なってd」'り,正色 の赤 が上位
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を占めて はい るが,間 色 の緑,紫 は正色 の 青,黒,黄 の上 に立 ち,上 位進 出 の
きざしを見せ てい る。漢朝 の紫愛用 にっ いて 『漢書孔光伝』 に 「北宮,有 二紫
房復道.」 と見 え,漢 の安 陶 大后 は紫 に飾 った室 をっ くった と伝 えられて いる。
後世,「 紫房」 が大后 の居室 を指す よ うにな るの はこの こ とに由来す るとい う。
これによ って も漢朝で の紫 の賞用 が うかがえよ う。 しか し,服 制 上の紫 の上位
進出 は以 後晋 代 まで は見 られず,南 北朝 の頃 か らよ うや くその相 が現 われ初 め
るの であ る。 そ れも,南 朝 の梁(520-557),陳(557-589)の二 朝 の褶 の 紫
一絳(赤)二 色 にっ いてで(『隋書 ,禮 儀 志』),北朝の北斉(550-577)は紫,
緋の順位 は定 め られてい なか った よ うで ある。
ともあれ,服 制上,紫 が緋 の上 に立 って最 高位 を確 定す るの は南北朝 を統 一
した隋朝 か らで,煬 帝大 業二 年(606)の服制 では,紫 褶 は五品以 上,絳 褶 は六
品以下 の著用 となってい る。更 に大 業六年(610)に紫一緋一緑一 青一 皀一 黄 の
序列 が制 定 され るので あ る。 この 中,紫 一 緋一 緑一青 は次の唐朝,大 宗 貞観 四
年(640)に採 用 され,こ れが わが国 に伝 わって,持 統天皇以後 の諸王,諸 臣 の
位色 の序 列,紫 一緋一緑一縹 にな る。
以上 の紫上位進 出 の沿 革 をみ る と,わ が国初 の冠位の色 は,隋 煬帝 大 業六 年
の紫一緋 一緑一 青の制定 より七年前 に定め られた ことがわか る。 この時隋(文
帝仁寿 三年)で は,南 朝 の梁,陳 の紫 一緋 の制 を採用 し蜴帝 に見 るよ うな一連
の序列 は まだ定 まってい ない。 わが国 が紫 だ けを隋 に倣 い,そ れ以下 の色 を独
自の判断 で選 定 したのはそん な事情 による と考 え られる。
ところで,紫 を上位 とす る思想 は東洋だ けでは ない。古代西 方諸国で は古 く
か ら紫 を寺院 の荘厳 や帝王,高 僧 の式 服 と して重用 した。 ギ リシヤや ローマ で
は下級 の者 の着 用 を禁 じ,犯 す もの を極刑 に処 したとい う。 しか し,古 代 西 方
の紫 は東 洋 の紫根 染 とちが って,地 中海で とれ る貝の汁 を染料 と した もので あ
る。西村 真次 氏 によ ると,こ の貝 は古代で は 「ブ ッキヌム」(Buccinum)及び
「プルプ ラ」(Purpura)と呼 ばれ,ブ ッキ ヌムは今 日で は 「ム レ ックス ・トル
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ンクルス」(Merextrunculus),「ム レックス ・ブ ラ ンデ リス」(Merexbrand-
eris)と呼 ばれる もので あ り,プ ルプ ラは,「プ ルプ ラ・ヘマ ス トマ」(Purpura
hoemast。ma)と呼ばれるもので,三 種共地 中海 岸 に産 す との こ とであ る。 これ
らの貝 は紀元 前千六百年 頃 クレタで盛 んに採取 され,そ れによ る貝紫 は ミノス
王 の頃発 明 された といわれて いる。 この染色 は後 に フェニキヤの都市チ ルスで
盛 ん にな り,貝 紫 を生産地 を冠 して 「チル紫」 と呼 ん だ。 の ちに,「 国 に王 た
るもの は頭 に冠 をいただ くと共 に,身 にチ ル紫 を纒 わねば王 者の威厳 を保っ こ
とが出来 ぬ」 とい われた ことか ら 「帝王紫」 と も呼ぶ よ うにな った。当時 の染
法 は明 らかで はないが,ネ ー ピア氏 の 『古代の 手工芸』 によ ると,ロ ーマで は
頬紅 や 口紅 をチ ル紫 で さ した との ことであ るか ら,そ の色相 は赤味の強 い荘 重
且 つ華 やか なもの であ ったと思 われ る。エ ジプ トで は貴 人の帆 にチ ル紫 で文様
を描 き,伝 える とこ ろによる と,ア ン トニ オと クレオパ トラの それ は紫 に染 め
て他 の舟 と識別出 来 るよ うに した とい う。 この よ うに西 方諸国で貝紫 を重 用 し
たの は,そ の色調 の艷麗 に して荘 重の故 もあろ うが,他 の理 由 と して,紫 の染
料一 グラムを得 るの に,約 八百六十個 の貝 を要 し,非 常 に高価 につ いた ことや,
染料製造過 程で の色 の変化,す なわち,貝 の汁 は最初無 色で あるが 日光 に曝 す
と鮮 やか な黄色 にな り,や がて緑青色 に変 り,遂 に赤紫色 を現 わす ところか ら,
紫 こそ窮 極 の色一 最高の色 とい う印象 を強 めた こ とをあげねばな らない。
こう して,貝 紫 は色相 美 と経済的価値 に よって最高の色 とされるよ うになっ
た。後 にイギ リスで は皇帝 の式服 にこの色 を採 用 し,紫 は 「帝室」 の象徴色 と
な った。
西村真次氏 は 「ジ ャクソ ンの チル紫 分布 観」 の紹 介の 中で,わ が国古代 の紫
愛 重 にふ れ,「か うした紫色愛重 は無 論支那 か ら影 響せ られたもので あ り,支 那
も亦西方 か ら影響せ られ たに相違 なく,す べ てチ ル紫 の賞美 に其起 源 を求め る
ことが出来 るので あ る。」 とのべている。 又,上 村六郎 氏 はこの問題 に関連 してら
チ ル紫 が 「印度 に影 響 して印度 で も紫 を尚 ぶ様 にな り,更 にこの風習 が仏教 と
一7一
共 に支那 に入 って第二次 の紫 賞用の時 代(隋 朝 の紫 賞用 を指す か)と な り,な
ほ海 を渡 って我 国 にも伝 来 した もので あ る。(中 畧)そ して東洋 諸国 が西方亜
細亜 の チル紫 の影響 に倣 って紫 を尚んだの は実 は仏教伝来以後 の後世 の こ と…
…」 との べて い る。
紫 上位 の思想 が わが国 に伝 わ ると,中 国 に倣 って 「紫」 を,「 紫宸 」(天 子
の正殿),「紫 禁」(皇居),「紫極」(天子 の居所)な ど,帝室 に関す る語 に冠 し,
又,「紫 を施 く」 は金印紫綬 を帯 び る顕 要の職 「紫衣」 は僧正 の正衣 とい うよ
うに,政 治,宗 教 の公的 な最 高語 と して用 い るよ うになる。 ただ し,「 南都僧
俗職 服記』 に 「法 衣 は紫 を最 と し次 は緋,袈 裟 は緋 を最 と し次 は紫,之 僧正 衣
なり。」 とあって,こ こでは 紫 と緋 は 最 高 を分 け合 って いる。 とこ ろで,紫 の
色相 だ が,西 方 の貝紫 は さきにのべ たよ うに,赤 紫 系統 の色 と考 えられるが,
中国 や わが国の それ はど うか。その点 にっ いて是非 見て おかね ばな らない。
中国で行 わ れ る紫 染 は西方 とちがって紫 根 を染料 と した もので,わ が国 は そ
れ を半島 を通 じて学 んだ。 中国 では その染草 を 「荘」,そ れで染 めた帛 の色 を
「紫」 と呼 んで い る(『説文』)が ,わ が国で はその染草 を 「紫草」,そ の染 色
を和 名で 「む らさき」 と呼 んでい る。 この色 名の呼称 は染草の 名か ら来 てい る
ことは い うまで もない が,そ の名の由来 にっ いては,『 大言海』 に,「 叢咲 ノ
義,花 二黄 白粉紅 ア レバ云 フ」,「 羣薄赤 キ ノ約」 とあ り,そ の他,「 花 が群
り咲 く」,「む ら(斑)に 咲 く」 な ど,花 の咲 き具合 か ら来た とい う説や,そ れ
をわが国 に伝 えた半島語 「ポ ラサ キ」 が訛 ったもの,と す る宮崎道 三氏 の説 が
あ り,い ず れ とも断定 しがた いが,私 見で は彼地で桔梗色 の よ うな色 相 を 「ポ
ラセ ック」 とい うこ とか らみ て,後 者 の説 が 自然で あ るよ うに思 われ る。 さて,
その色相 だ が,本 家 の中国 とわが国 とで はか な りちが うよ うで ある。 とい うの
は,さ きにあ げた 『論語』 「陽貨 篇」 に,紫 の朱 を奪 うとあるこ とか ら,中 国
伝統 の紫 の色 相 は朱 に似 て赤味 の強 い もので あった と考 えられ るか らで あ る。
この点 はすで に先学 の指摘 す る ところで あ るが,紫 の色相 内容 は中国 古代 の壁
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画 に使用 された 「深紫」 の顔 料配 合及び その 名称 か らも推 定出来 る。その配合
"率 は
,常 書鴻 氏 によ ると,膕 脂20,藤黄60,烟矣(墨 黒)20,或 は于非 闇氏 に
よ ると,花 青3,膕 脂2,洋 紅5と なって お り,混 合 の結 果 は,前 者は黒昧の
朱 に似 た色 にな り,後 者 で は赤紫 にな り,わ が国 の深紫 の色感 とはほ ど遠 いも
ので あ る。中国古代 の紫 にっ いて 『通雅』 に 「宗 景趙彦 衛 日,仁 宗 晩季 京師染
レ紫,変 二其色 一.而加 レ重,先 染 作 レ青,徐 以 二紫艸_加 染,謂 二之油紫_,
(中畧)自 後以 二重色_為 レ紫,與 レ朱不 二相類_,何 謂 奪,淳 煕 中(南 宗,
孝宗1174-1189)北方染紫極鮮 明,中 国亦效 之,目 為北紫,葢 不先青,而 改緋
為脚,用 紫艸少,誠 可奪 レ朱」 とあ り,こ れ によると,仁 宗(1041-1063)の
晩年,古 来 の赤紫 と異 った青昧 紫の 「油紫」 が流行 し,其 後,南 宗 淳熙年 中 に
緋 の下 染 に少量 の紫 を上掛 けす る 「北紫」 と称す る赤 味紫 が流 行 し,そ れが朱
を奪 うよ うな色 で,古 来 の紫 にか えった わけで あ る。以上 の諸例 か ら中国伝統
の紫 が赤味 の強 いものであ った こ とは明 らかであ るが,こ れ に対 して,わ が古
代 の 「紫」 は如何 なる色 相 を指 したで あろ うか。
わが古代 の染法 に基 いて材料用度 を示 した 『延 喜縫 殿式 』の紫染 をみ ると,
「深紫 」 は綾 ,帛 共 に紫 草三十斤,「 浅紫」 に五斤 を用 い,紫 根 の単一 染 とな
って お り,灰 汁媒染 に酢 を利 かせた青味 の紫 で あることが わかる。(但 し,浅
紫 は深紫 よ りや や赤味 を帯 びる)飛 鳥,奈 良時代 に行 われた紫 もこの種 の,茄
子 の成熟 した実 の色 に見 る紫で あ ることは遺 品か ら明 らかで ある。 中国 とわが
国 との こ うした色感 の差異 は,植 物 名に もあ らわれ,た とえば,サ ルスベ リの
花 の 中国名 は 「紫薇」,わ が国 は 「百 日紅」,レ ンゲの花 は中国で は 「紫雲 英」,
色 料 の生臙脂(濃 紅 色)は 「紫梗」,「紫鉱」,本草で は 「紫鉚」 となって い る。
こ うした色 感 の相違 は,ひ いて は彼我 の紫観 に何等 かの ちがい を生 じるの は当
然で あ る。す なわち,中 国 の古代紫 はすで に見 たよ うに,朱 にまが うよ うな赤
味 の強 い紫 で,遠 心的 な力 を秘 め近寄 り難 い印象 をあた えるに対 し,わ が国の
それは,含 まれ る青 の求心 力によって親 み易 い印象 をあた えるので あ る。 した
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が って,わ が国 の紫観 は,ど ちらかとい えば,尊 い色 と仰 ぎ見 るので は な く,
「い と しく」 「なつかしい」親 しみ をもっ もので あった。 この ことは,万 葉 集 の
紫 を詠 んだ歌 の内容 から察せ られ るので あ る。 「紫 の綜色 の蘰 はなや か にn日
見 る人 に後 恋 ひむか も」(万葉 集巻千二)は その一例で あ るが,そ うした紫 へ の
思慕 は染色 か ら花 の色 にまで拡張 され,「 藤 波の花 は盛 に なりにけ り平城 の京
を思 ほす や君」(万葉 集巻三)と 詠 まれてい るよ うに,花 の中で も藤の紫 が思慕
の色 とな ったのであ る。 その色調 は衣服令 の 「深紫」 よ りもやや うす めで あ る
が,当 時 の人 々はそんな紫 を憧憬 し,益 々 その度 を深 めて染 草 にまで心 を通 わ
せ,「紫 の根 生 う横野 の春野 には君 をかけっつ鴬鳴 くも」(万葉集巻十)と ,そ
の自生す る野 原 をも なっ か しんだので ある。又,そ の思慕 は女性 への恋心 と重
り合 って 「恋 の色」 の観 念 を生 み,平 安時代 には紫の美 を愛 で ると共 に,紫 根
がその ままで も他 の物 に色 を うっ す ことか ら,「 む らさ きの一 本 ゆえに武蔵 野
の草 はみ な がらあはれ とそ見 る」(古 今集 十七)と,愛 人 の縁 につ なが る人 々
にも情 をか ける 「ゆか り」 を象徴 す るよ うにな る。 こ うして紫 の象徴 的 内容 は
時代 と共 に変 り,又,そ の色 調 も時代 の嗜好 に応 じて変奏 されはす るが,そ の
特有 の 「匂 い」 は世 々の男 女 を魅惑 しつづ け るので ある。 それはあ とで 見 るこ
とに して,次 に紅 につ いて見てみ よ う。
五行説 で は,紅 は南方 の間色 で朱 の亜 流 の色 とされて いる。その色 調 は 『説
文』 に,「紅,帛 赤 白色也」 とあ り,『史記』司馬相 如伝,注 に 「紅,赤 色貌」
とある。 古代 の赤の色相 はP名 』 に 「大陽之色也」,『禮,月 令』,疏に 「色浅
日レ赤,色 深 日 レ朱』 とある通 り,和 漢 共 に朱 に類 す る黄味赤 を指 す か ら,五
行 説の 「紅」 は朱 の淡 い色 を指 した と解 される。元 来,間 色 は正色 と同系 ない
し類似 の色 相 で,正 色 よ りも淡 い色 が 多い。濃淡 に よる重 量感 を地位 の上 ・下
にあて はめ るか らで ある。す なわ ち,濃 い色 を上位,淡 い色 を下位 とす るわ け。
参 考 まで に,朱,紅 以外の正,間 色 の色調 をみて み ると,東 方の正色 「青」 は
草 木生 成 の色 で緑味 青,間 色 「緑」は青黄で 若葉色,中 央 の正色 「黄」 は地の色
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す なわ ち赤味 の黄,間 色 「鰡黄」 は緑味の黄濁色,西 方 の正 色 「白」 は たそが
れの明 か るさで,ほ の白,間 色 「碧」 は淡 青昧 の白,北 方の正色 厂玄」 は赤味
の黒,間 色 「紫」 は茶味 の赤紫 となって い る。(出典 は畧 す)
これに よる と,中 国 古代 の紅 とわが国の紅 とは色 相 に ちが いがあ ることがわ
か る。 「所変 われば色変 る」 を痛感 す るので あ る。で は,わ が 「くれ ない」 の
色 に当 る色 名 は何 であ ろ うか。 さきにのべ た常書鴻,于 非 闇,両 氏 の色 彩名称
にもそれ にあたる ものは見 られず,紅 は 「肉紅」,「紫紅」,「醤紅 」,「金紅 」 な
ど,何 々赤の意 に用い られて お り,「 くれない」 の色 に当 る名称 と して は顔料
名の 「臙 脂」 があ げられ る。 わが国で は紅 の濃 い色 を 「臙脂」 と呼 ぶが,そ の
色 名 があ らわれ るのはず っと後世,近 代 になってか らと思 わ れる。江 戸時 代 の
染 物書 に 「生臙脂 とき様 の事」 が見 えるが,こ れは勿論顔料 名で あって,色 名
では ない。古 くは この種 の色相 の染色 を公式 には 「深紅」 と呼 び一般 には万葉
集 に見 る よ うに 「紅 の濃 染」,「紅 の八塩の色」 と呼 んだ。八塩 とは八回染の意
で濃染で あるが,一 染,二 染程度 の淡染の色 を 「桃 染」,「桃 花褐 」,平 安時代
では ご く淡 い紅 を退紅 と書 いて 「あらぞめ」 と訓んで い る。
ところで,「 くれ ない」 とい う和 名は 「む らさき」 と同様,染 料 名か ら来た色
名で,「呉の藍」 が訛 った もので ある。 「藍」 は染料 の意 で呉国伝来 の藍(紅 藍
e紅 花)を 指 す。 『箋注倭 名類聚抄 』 はその名称 にっ いて,「按 久禮乃 阿井,呉
藍 之義,是 物 可 レ染,似 レ藍,其 種 自二呉国_来 故 名,猶 三薑訓 二呉椒_也,
急 呼為 二久禮 奈為_」 と注 して い る。 この和 名の由来 に関連 して前 田千寸 氏 は
『古事記』雄 畧天皇 の条 「この時 に呉人 まゐ渡 り来つ。 その呉人 を呉原 に置 き
た まひ き。 かれ其地 に名づ けて呉原 といふ。」 とある呉 原の命 名法 が呉藍 と同
じことか ら,紅 花 の伝 来 を雄畧朝 の頃 と推定 してい るが,そ の 「呉」 を松岡静
雄 氏 は 「漢織 呉織」 の クレ,即 ち,韓 地楽浪 として いる。
この呉藍=紅 花 は 『万葉集』 「外のみ に見っっ を恋 ひむ くれなゐの末採 む花
の色 に出でず とも」(巻十)に 見 るよ うに 「す えっむ はな」 とも呼 ばれた。 『源
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氏物 語』 にその名の 女性 が登場 す ることは冐頭 でのべ た通 りであ る。 この名称
は花の摘 み方 か ら来 た もので,そ れは,染 料 となる花弁 を早朝 露の あ る頃 外側
の開 いた部 分 を摘 み,翌 朝 また開 いた部 分 を摘 み,数 日かかって末 の方 か ら摘
む か らであ る。
紅 花 による染色 は濃淡 によ って表情 が異 るが,い ず れも紅特 有の あで や か さ,
なまめか しさが ある。 その色 感 は蘇芳 と共 に新奇 な赤色 として注 目されたで あ
ろ うが,五 行 説の色 彩思想 に影響 されて か,或 いは当時 「紅」 が淡 色で あ った
か らか,冠 服 の位色 に採 用 されて い ない。 又,当 時 の色彩観 を反映 した養 老衣
服 令の 「服色 等差」(服色尊 卑の序列)で は,蘇 芳一 緋一紅 となってお り,十 八
色 中第六番 目 に位 置づ け られて いる ことか ら,公 的 にはあま り高 く評価 されて
い ない ことがわか る。 しか し,私 的 には 「くれ なゐの花 に しあ らば衣手 に染 め
つ け持 ちて行 くべ く思 ほゆ」(万葉集巻 十一)と あるよ うに愛好 され,特 にその
濃 染の衣,八 塩 の衣 を詠 んだ もの は,そ れ にい とし,め づ らしとい う感情 をこ
めて い る。 この濃 染の色 が平 安朝 で は貴族 の 間で もて はや され,「禁色」の一つ
に なった ことは さきにのべ た通 りだ が,中 国で は古来 その染料 か らとった色 料
を 厂えん じ」 と呼 び,こ れに臙 脂,燕 脂,燕 支,leiD・の字 をあててい る。 わが
正創 院文書 には烟紫,烟 子 が見 え,平 安初 期 の 『倭 名類聚鈔』 には 「焉支,烟
支,燕 脂,皆 通 用」 とあ り,用 字 が一定 して いない が,後 世で は 「臙 脂」 を用
い るこ とが 多い。 この名称 の末字 の脂 は,口 紅 や頬紅 をっ くる時,紅 花の色 素
に動物 の脂 を加 えた ことによ るとい う。 わが国で化粧 料の紅 を 「べ に」 と訓む
が,そ の語 は 「のべ に」 か ら来た とい う。化粧料 の臙 脂の由来 につ いて,『 鳴
呼牟 草』 に 「紅藍液 を臙脂 と云 は久 しき名 な り。殷 の姐 己(紂 王 の后)燕 の紅
花天 下 に冠 た る を聞 きて用 ひて脂 となす 。 これによ って燕脂 といふ 。」 とあるが,
これは伝説 の域 を出ず,『博 物志』に張騫(漢 の使 者)が 種子 を西域 か らもち帰
った とあるの が真実 の よ うで あ る。燕国 は中国 の北辺 で,も と匈奴 に属 し,こ
の地 は寒地 の故 に紅 花の栽培 に適 し,殊 に西方 の燕 支山麓で は良種 の紅花 が栽
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培 され,婦 女の化粧料 と して愛用 された が,漢 の武帝 の時 この地 が攻略 され,
匈奴 は臙脂 を入手 出来 な くなった。匈奴 王 はその時 「失 二我 燕支 山_,使 三我
婦 女無 二顔 色_」(『西河故事』)と歎 いた とい う。
中国古代 に さかのぼ り,わ が古代 の紫,紅 にっいて あれ これ見 て来た が,こ
の二色 は その魂惑 的 な色 感 と高価 の故 に常 に上層貴族 に専 有 されて下 層庶民 に
は縁 の遠 い もので あ った。江戸時代 になって庶 民の間 に色 彩の流行現 象 が現 わ
れ るが,そ れ も,茶,鼠,納 戸 の枠内の流行 で あ り,紫 と紅 は相変 らず庶民 の
高根の 花で あった。寛 永二十年(1643)に幕 府 が出 した生 活規正 の布 令 の中 に
も 「一 、庄屋,惣 百姓 共衣類,鹽紫,紅 梅染致 間敷候 」 とあ り,こ の二色 は禁 制
となって いる。 これに類す る奢侈 禁令 はたいて い将軍 や老中 の代替 りの折 に出
されてい るが,そ れを厳 しく取締 ったのは五代将軍家綱,八 代将軍 吉宗,老 中
で は松 平越 中,水 野越前 で ある。殊 に水野 越前 の天保 の禁令 は苛酷 なもので,
華美 な衣裳 は勿 論,錦 絵 の色刷 まで制 限 した。 こう した禁令 下では紫,紅 をは
じめ花 や かな色 彩 はかげ をひ そめるのは当然 だが,し か し,止 めて とま らぬ は,
服 の色 も同 じで,禁 令 をくぐるもの は少 くなかった。'しか し,そ れが出来 るの
は町方で も富 有 な階級 で,一 般 庶民 は高価 な 「本紫」(紫根染)や 紅花染へ は手
が出 ない。「偽紫」 や 「甚三紅」 と称 す る代用 染は そ うい う庶 民の紫,紅 への求
めに応 じて創 案 されたので あ ろう。
「偽 紫」 は似せ紫 とも書 かれ,紫 根 の代 りに蘇芳 を用 いた青味の くすんだ代
用紫 をい うが,創 案 の時期 は定 かで ない。「甚 三紅」は紅 花のかわりに蘇 芳或 い
は茜 を用 いた代用紅染 で,『近世世 事談』に,江 戸承 応の頃,京 の桔梗屋 甚三郎
が茜で紅梅色 を染 め,婦 人 の衣服 の胴裏や 御殿 女中 の全 裏 に用 いた とあ るが,
一説 には蘇 芳 を用いた とい う。(『日本 永代蔵 』)この代用紅梅 色 は 「まがい紅 」
ともい われ,『広 益秘事大全』 は蘇 芳,黄 蘗 を用 い ると記 して い る。
しか し,明 治の世 にな ると染色 界の情勢 は一変 し,服 色 の禁制 は とけ,新 し
い化学 染料 が輸入 される と,紫 ・紅 はその色 調 を鮮 明 に して 「パー プル」,「ロ
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一ズ」 「えん じ」 の名で颯 爽 と服色 界 に登場 す るので あ る。 明治初年 これ ら新
装 の色 が如何 に人 々の 目をひいたかは,当 時 の 『衣服 と流行』 に,「 今 日にて
は 新 奇 の 染 料 西 洋 よ り舶 来 し,そ の染色 の千 変万化 な る真 に驚 くに堪 へた り。
同 じ紅 色 に も数十種の種類 あ り,(中 略)そ の佳 美 なる もの に至 りて は如何 に
して此 の色 を得た るか と疑 は る ・ばか りな り。」とあるこ とか ら察 せ られ る。 こ
れは紫 につ いて もいえよ う。風 俗誌 『時好』(明治四十年発行)に,明 治六年 の
春 の流 行色 に関す る新 聞,雑 誌 の記 事 「婦 人の衣色 は葡萄,鼠,藤 色,紅 梅色
を喜 び用 ゆ。 之 を,近 年オ リー ブ色 が廃 れて,葡 萄,小 豆等 の色 合盛 ん な りし
に思 ひ到 る時 は,流 行 の去 りて 又来 るは,争 ふ べ か らざるこ となり。」が見 うて
いる。 これに よる と,六 年頃 には紫系統 の色 が流 行 した こ とが わかる。又,明
治二 十七年頃 の流 行色 にっ いて,都 新聞附録 の 『都の花』 は歌舞伎 役者,福 助
か ら出た藤 鼠色 の 「新駒色」 をあげ,「これが花柳 界か ら良家の令嬢 がた まで に
その流 行 を及 ぼ した り。」 とのべ てい る。
明治 一大正一 昭和へ と,世 情 の移 り変 わ りに伴 って流行 の色 は 目ま ぐる しく
変 るが,そ の 変遷 の中で紫 と紅 は 日本人の心 の色 と して常 に注 目されつ づ けて
来 たので ある。
天然 か ら化 学へ と色 のよ りどころを変 えた 日本の色 は,一 層 その純 度 を高 め
て古代 か らの伝統 的体質 を国際 的 な ものへ と変 えて来た。 その事は染色技術 の
飛躍 とい えよ うが,そ の反 面,古 い 日本 の色 が もちっづ けて来た色 の味 わ いを
単純 に した こ とは事実で あ る。音楽 用語 を借 りれ ば,メ ロデ ィよりも リズ ム と
ボ リゥムにウエ イ トをお くよ うになった と云 えよ う。伝統 の 日本 の色 に心惹 かれ
るのは,古 い ものへの単 な る郷 愁で あ ろ うか。
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